
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 瑞穂市立南小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月８日（土） 

実 施 概 要 
   

 三世代ふれあい学級 

① 聖徳学園大学全ウィンドアンサンブルによる演奏会 

・全校合唱 

② 三世代ふれあい学級 

・保護者とともに昔遊びなどの体験活動を実施 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ６６０人  
  計             ７０２人 

地域関係者 ４２人 

実 施 状 況 
 

 
① 聖徳学園大学全ウィンドアンサンブルによる演奏会 
・児童会の司会進行のもと、ＰＴＡ主催で全校児童、父母、祖父母とともに吹
奏楽の鑑賞を行った。 

・演奏の合間に楽器紹介をして頂いたり、寸劇を入れていただいたり、全校で
「勇気１００％」を合唱したりした。 

② 三世代ふれあい学級 
・ＰＴＡの教養委員が中心となって活動の企画・運営を行い、保護者、祖父母を
交え、子どもたちとともに体験する活動を行った。 

・活動内容としては１年「昔遊び」･２年「ちぎり絵」･３年「石けんづくり」･
４年「五平餅づくり」･５年「ふれあいレクリエーション・合唱」･６年「絵手
紙」を行った。 

成果及び課題 
  
    

＜成果＞ 

① 聖徳学園大学全ウィンドアンサンブルによる演奏会 
・児童会の司会進行のもと、児童、父母、祖父母とともに吹奏楽の楽しさや素
晴らしさについて実感することができた。終了後の体育館から移動の際に保
護者の中から「すてきな演奏だった」「生で聞くと迫力がある」などの感想
が聞かれた。 

・演奏の合間に行われた楽器紹介では、児童達は様々な楽器の音色を興味深く
聴きいっていた。ある３年生の児童は「いろいろな楽器を使った演奏がすご
かったです。私もあのように演奏してみたいなあと思いました。」という感
想を寄せてくれた。 

・ウィンドアンサンブルとの共演では、事前に当日歌う「勇気１００％」の歌
詞を「学校だより」に掲載して保護者に知らせたり、学校では児童が朝の会
で練習したりしたことで、当日は体育館中に元気な歌を響かせることができ
た。 

② 三世代ふれあい学級 
・準備や計画をＰＴＡ教養委員と学校側が事前に打ち合わせを行うなど連携し 
て実施することができた。 

・当日の進行等をＰＴＡ役員が主体的に行い、どの学年も楽しく、和やかに活動
することができた。また、祖父母との貴重な交流の場とすることができた。 

＜課題＞ 
・３年生の社会科の地域学習で調べた成果を授業参観で発表したり、三世
代ふれあい学級で地域の伝統や特色について学習したり体験したりす
る活動を取り入れていくことも必要だと考える。 

  


